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くらしの情報

RJ) 

18 

20 

27 

25 

26 

19 

平成24年9月1日実施

回答者95名アンケート結果(救急医療町民講座)
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9
月
1
日
、
薩
摩
郡
医
師
会
に
よ
る

「
救
急
医
療
町
民
講
座
」
が
宮
之
城
ひ
ま

わ
り
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
内
訳

仁コ未回答

仁コ男性

仁コ女性

薩摩

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

参加者年代内訳

口20歳代

. 30歳代

口40歳代

50歳代

. 60歳代

70歳代

. 80歳代

口 未回答

未回筈
A巨Dの使用法等について講習中(みなさん夏剣です)

こ
れ
は
、
救
急
の
日
及
び
救
急
医
療
週

間
に
合
わ
せ
、
薩
摩
郡
医
師
会
及
び
さ
つ

ま
町
消
防
本
部
が
、
救
急
業
務
、
救
急
医

療
に
対
す
る
町
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
、
救
急
業
務
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す。
当
日
は
、
講
座
に
先
立
ち
、
薩
摩
郡
医

師
会
病
院
内
で
一
日
看
護
師
長
に
よ
る
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
看
護
師
長

に
任
命
さ
れ
た
松
井
教
子
さ
ん
、
春
日
美

来
さ
ん
は
、
真
新
し
い
白
衣
に
身
を
包
み
、

入
院
患
者
お
一
人
お
ひ
と
り
に
花
束
を
渡

し
な
が
ら
、
「
お
元
気
で
す
か
。
お
体
を

大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
見
舞

っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
、
救
急
医
療
町

民
講
座
に
は
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
公
民

『
公
開
討
論
』

⑪
 

宮之城

mJ 

に
つ
い
て

「
さ
つ
ま
町
の
救
急
体
制
の

現
況
」
に
つ
い
て

救急医療体制の現況について

口よく理解できた

. 腕程度理解できた

口あまりわからなかった

口未回答

1% 

討
論
舎
の
中
で
、
興
昧
深
か
っ
た

の
は
、
ど
の
内
容
で
レ
た
か
?

ロ
-
口
口
口
口

興昧深かった内容は?

複数回答

人・夢
休日在宅医・薬局

.表紙の写真説明

水辺の楽校さつま龍舟祭

8月26日に開催された「さつ

ま龍舟祭」の様子ですロ

川内川下流からよ流へ1チーム

1 0名(漕手8名、鼓手1名・舵

手1名)で 170m先のゴ.ールを
目指しました。

(関連記事9ページ)

広報さつま..  

28 
会
長
な
ど
町
民

1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し

た。
開
会
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

っ
て
い
た
だ
い
た
鶴
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
美
し
い
コ
ー
ラ
ス
に
は
、
会
場
か
ら
割

問
2
の
そ
の
他
意
見

・
医
師
は
大
変
な
毎
日
だ
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
丁
寧
に
扱
っ
て
ほ
し
い
。

(
宮
之
城
・
女
性
・
叩
歳
代
)

・
臼

l
0
1
1
9
(※
1
)
、
#
8
0
0
0

(※

2
)
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
。

(
宮
之
城
・
女
性
・

ω歳
代
)

.
サ
バ
イ
バ
ル
な
現
状
で
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
。
ケ
ガ
を
し
な
い
様
に
病
気
を
し
な
い

様
に
生
活
す
る
工
夫
も
必
要
。
お
薬
手
帳
、

保
険
証
(
初
診
の
加
で
も
、
診
断
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
)
は
常
に
近
く
に
置

く
。
(
地
区
不
明
、
女
性
、
判
歳
代
)

※

1

さ
つ
ま
町
消
防
本
部
直
通
電
話

※

2

鹿
児
島
県
小
児
救
急
電
話
相
談

.， 
他
に
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
レ
た
か
?

-
ど
う
し
て
医
師
の
人
達
は
鹿
児
島
市
内
に

住
ん
で
い
る
の
で
す
か
。
子
供
の
教
育
?

利
便
性
?
遊
ぶ
所
が
多
い
?

(
宮
之
城
・
女
性
・
叩
歳
代
)

.
ど
の
様
な
支
援
を
し
た
ら
医
師
が
来
て
く

れ
る
か
、
何
か
医
師
会
か
ら
の
要
望
は
な

い
の
か
?
(
宮
之
城
・
女
性
・
印
歳
代
)

.
救
急
車
が
来
て
出
発
す
る
ま
で
の
途
中
で
、

受
け
入
れ
先
の
病
院
を
調
べ
る
。

(
薩
摩
・
女
性
・
印
歳
代
)

.
町
内
で

A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設

が
わ
か
れ
ば
参
考
に
な
る
と
思
う
。

(
鶴
田
・
女
性
・
印
歳
代
)

・
医
師
会
病
院
に
輸
血
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

夜
間
は
ヘ
リ
が
飛
ば
な
い
。
医
師
会
で
オ

ペ
が
で
き
な
い
等
を
考
え
る
と
必
要
な
こ

と
は
、
予
防
、
応
急
処
置
が
大
切
口
救
急

車
は
高
度
治
療
に
優
先
的
に
使
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
(
地
区
不
明
・
女
性
・
却
歳
代
) 多くの方に参加していただきまし疋

れ
ん
ば
か
り
の
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し

た。
消
防
本
部
に
よ
る
救
命
法
の
実
技
指
導

の
後
、
今
回
初
め
て
『
さ
つ
ま
町
の
救
急

体
制
の
現
況
』
と
題
し
て
、
町
民
を
交
え

た
公
開
討
論
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
登

壇
さ
れ
た
パ
ネ
ラ

I
の
山
本
芳
子
町
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
、
永
田
光
一
町
P

T
A
連
絡
協
議
会
副
会
長
、
松
井
教
子
健

康
づ
く
り
推
進
員
代
表
か
ら
は
、
救
急
体

制
・
医
師
不
足
の
現
状
及
び
勤
務
状
況
、

診
療
科
目
の
不
足
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活

用
方
法
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
草
野
潤
薩
摩
郡
医
師
会
会

長
、
益
崎
隆
雄
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
救
急

科
部
長
、
高
木
卓
朗
消
防
本
部
消
防
長
か

ら
、
救
急
医
療
現
場
を
取
り
巻
く
課
題
や

現
状
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
町
民
は
、
医
療
現
場

の
厳
し
い
現
状
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

次
の
ペ

l
ジ
の
表
は
、
当
日
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
で
す
。
な
お
、

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

mt 
次
回
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー

マ
(
課
題
)
が
あ
れ
ば
、
ご
記
入

願
い
ま
す
。
(
救
急
医
療
に
聞
す

否
も
の
に
限
り
ま
す
。
)

-
自
分
達
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
。

・
救
急
車
到
着
時
ま
で
、
準
備
す
る
こ
と
。

(
宮
之
城
・
男
性
・
叩
歳
代
)

・
医
師
の
方
々
の
意
見
・
要
望
を
取
り
上
げ

て
、
そ
れ
に
対
す
る
町
民
の
意
見
の
集
約

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
宮
之
城
・
女
性
・
印
歳
代
)

.
地
元
に
指
導
者
が
ほ
し
い
。

(
宮
之
城
・
男
性

-m歳
代
)

.
子
ど
も
の
夜
間
診
察
の
受
診
の
仕
方
。

(
薩
摩
・
女
性
・
叩
歳
代
)

.
ど
の
程
度
の
症
状
ま
で
を
救
急
車
で
呼
べ

る
か
。

・
食
中
毒
に
関
す
る
こ
と
。
例
O
l
1
5
7

等

。

(

薩

摩

・

女

性

・

ω歳
代
)

・
民
間
人
が
誰
で
も
で
き
る
予
防
、
応
急
処
置
。

(
例
)
・
止
血
法
・
熱
中
症
等
の
対
応

(
ひ
ど
く
な
ら
な
い
為
の
予
防
策
)
を
分

か
り
ゃ
す
く
。
・
吸
引
(
異
物
吸
引
)
掃

除
機
を
利
用
す
る
等
・
や
け
ど
の
手
当

て
・
脳
梗
塞
等
の
判
断
↑
自
家
用
車
で
家

族
搬
送
可
の
判
断
。

(
地
区
不
明
・
女
性
・
刊
歳
代
)

.
一
般
人
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
事
で
悪
化
を

防
止
し
、
助
か
る
命
を
一
つ
で
も
多

く
れ
自
分
の
命
、
家
族
の
命
を
し
っ
か
り

守
ろ
う
日
(
地
区
不
明
・
女
性
・
却
歳
代
)

今
回
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
よ
り
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
救
急
医
療
や
医
師

不
足
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
広
報
誌
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。

-彊広報さつま



，。周陣痛網整 強化周囲l
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律(平成19年6月)Jにより、財政の早期健全化と

財政再生を図るため、一般会計と特別会計(国民健康保険事業など)や企業会計(水道事業会計

など)を併ぜ疋決算により、さつま町の財政状況を、より明らかにするものです。

税金は、町に住む皆さんが豊かで健康な暮らしができるよう、福祉、教

育、道路、消防などさまざまな事業を進めていくための大切な財源です。

税金を滞納していませんか?
納付期限を過ぎて、督促状を受領後も税金を納めていないと、税法に

基づいて滞納処分(財産の差押え・公売など)を行うことになります。

町では、預貯金、給与、不動産、生命保険の差押えや滞納者宅で動産

(ゴルフ道具などの物品)を差押える「捜索」、 「タイヤロック」装置

を使用した自動車差押えを行うなと‘滞納処分の強化を図っています。

今月はこれらの財産差押えを強化し、滞納税の圧縮に努めます。

税金は定められた期限内に必ず納付しましょう。

財政健全化判断比率の対象

。ご相談ください
税務課では、納税相談を行っています。

特別なご事情で納付期限までに納付することが困難な場合には

必ずご相談ください。

.納付にlet信利な口座振替を
仕事などで納付する時聞がとれない場合は「口座振替」が便利

です。うっかり納付を忘れて延滞金(年14.6%)が加算される心

配もありません。金融機関・郵便局または役場に備えてある「口

座振替依頼書」に記入・押印のうえ、ご利用予定の金融機関・郵便局窓口でお手続きく

ださい。

お手続きには口座に使用されている届出印が必要です。なお、口座振替は申込書を受

理した月の翌月からとなりますのでご注意ください。

(※取り扱い可能な金融機関など詳しくは税務課へお問い合わせください。)

たじゅう さいむ

多重 債務でお困りではないですか?
自己チェックしてみましよう

口複数の貸金業者から借金し、返済に困ったり滞りがちになっていませんか?

口年利20%を超える利息で返済を続けていませんか?

口借金の返済に追われ、税金や公共料金、家賃などを滞納していませんか?

口借金の相談を『誰にも相談できないJI IFどこに相談じたらよし功、分からない』と思っていませんか?

L__.，jo，._ 

~ 

地方公共団体(市町村)
一部事務組合 地方公社・第

晋通会計
公営企業会計 -広域連合 三セクター
(国保事業特別会計) (県後期高齢者 (土地開発公社

(一般会計) (水道事業会計) 医療広域連合な など)

(その他特別会計) ど)

タイヤロック装置の装着例

財
政
健
全
化
法

連結実質赤字比率
一寸

実質公債費比率

将来負担比率

平成23年度さつま町の決算(速報値)は、左下の指標のとおり、

実質公債費比率において 1.1%、将来負担比率において 19.0%改善レまじた。

また、水道事業や農業集落排水事業等の公宮企業の赤字はありませんでした。

l財政の早期健全化財政再生、企業会計の経営健全化イメージ I今後も更なる、財政の
健全化に向けた取り組
みを進めていきます!

財政の健全化判断比率
Uア0

(早期健全化基準D(財政再生基準). 
さつま町の指標 23年度 22年度 比較 .早期健全化段階 . 再生段階

①実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 13.49完 20.0完

②連結実質赤字比率 E赤字なし 赤字なレ 18.49完 30.0完

③実質公憤費比率 I15.5% 16.6% 25.0完 35.0完

④将来負担比率 I31.7% ~ 350.0% 50.7% 

政重
Q J~ ご~ ，ー_1-1.: 4乙 ふ L ふ司、

2 資金不足比率

(企業主計ごとに算定)

「財政健全化団体」
となり、財政健全化
計画の策定が必要と
なります。 企

業
会
計
の
経
営
健
全
化

と
で
こ

一

」
下
く

一

体
理
い
。

一

団
管
て
す

一

生
の
つ
ま

一

再
国
行
り

一

政
、
を
な

一

財
り
建
に

一

「
な
再
と

一企業会計の資金不足を、事業規模である料金
収入等の規模と比較して指標化レ、経営状態の
度合いを示すものです。
本町においては、以下のいずれも黒字で、資

金不足が生じていないため、指標は表示されま
せん。
-さつま町水道事業会計
-さつま町簡易水道事業会計
-さつま町農業集落排水事業特別会計

、J
資金不足比率

一つでも該当するものがあればご相談ください。

税務課では多重債務に関する相談や弁護士等の専門家への紹介など、多重債務を

解決するための'情報提供を行っています。

あなたが今も毎月返済を続けている借金の利息は何パーセントですか。

もしかしたら既に払い過ぎとなって、過払金が発生しているかもしれません。過

払金発生の仕組みゃ、過払金を貸金業者から取り戻す手続きの方法などについてお

伝えしていますので、生活再建のためにも是非一度ご相談ください。

※ 財政の健全度を判断する4つの指標
①実質赤字比率

普通会計(一般会計)の赤字の程度。
③実質公債費比率

地方債(借入金)の返済額の大きさ。資金繰りの程度。

②連結実質赤字比率
全ての会計の赤字と黒字を合算した赤字の程度。

④将来負担比率
一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性の
あ否負担等の残高。

<お問い合わせ・相談先>税務課収納第2係電話:53-1111 (内線2114)

.翠広報さつま 広報さつま..  



鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、

毎
年
什
月
1
日
か
ら
7
日
を
含
む

前
後

3
週
間
を
「
地
域
が
育
む

『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週

間
」
と
位
置
づ
け
、
学
校
や
子
ど

も
た
ち
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活

の
様
子
を
広
く
県
民
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
つ
ま
町
の
公
立
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
で
も
、
こ
の
期
間
を

中
心
に
下
記
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
、
学
校
の
教
育
活
動
を
公

開
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の

学
校
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-柊野小学校 TEl59-8203 
11月1日(木)rv7日(水)学校自由参観 ※土・日を除く

11月5日(月)わくわく 1日体験入学(道徳一斉捜業参観等)

11月7日(水)動物愛護教室(講師:JII薩保健所)

-流水小学校 TEl55-9101 
10月28日(日)流水フェスタ(学習発表会、地域参加型

ミ二文化祭、親子読書教育講演会)

10月28日(日)rv11月2日(金)学校自由参観 ※月曜日を除く

11月2日(金)学校参観日

※
不
審
者
の
侵
入
防
止
の
た
め
、
各
学
校
(
園
)
に
は
受
付
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
行
事
内
容
や
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
学
校
(
園
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-鶴田幼稚園 TEl55-9950 
11月1日(木)rv7日(水)保育参観週間 ※土・日を除く

11月2日(金) iょうこそ、人生の先輩J(高齢者との昔遊び)

11月8日(木〉いも掘り・焼きいも会、未就園児との交流

11月25日(日)学習発表会

-山崎小学校 TEl56-8414 
10月28日(日〉学習発表会・校区文化祭

11月1日(木)rv7日(水)学校自由参観 ※土・日を除く

11月1日(木〉、 21日(水)保護者による朝の読み聞かせ

11月2日(金)心の教育の日(道徳授業公開)、ふれあい給食

11月6日(火)高齢者クラブ.とのふれあい活動

11月中旬予定収穫祭(脱穀〉

※士・日を除く

-鶴田小学校 TEl59-2017 
11月1日(木)rv7日(水)授業参観週間

11月2日(金) iょうこそ、人生の先輩」

(高齢者とのふれあい活動、昔遊び)

11月3日(土)親子ふれあいウオーキンク‘予定

11月7日(水)ひまわり集会(人権学習)

11月25日(日)学習発表会

-佐志小学校 TEl53-0510 
11月1日(木)rv11月7日(水)自由参観

※土・月を除く

11月4日(日)学習発表会

脱穀体験(平川小)

-中津川小学校 TEl57-0486 
11月1日(木)rv7日(水)自由参観

※土・日を除く

11月2日(金)高齢者とのふれあい活動

11月6日(火)心の教育の日(道徳の授業公開)

11月9日(金)校内持久走大会

-山崎中学校 TEl56-8524 
11月1日(木)rvg日(金)自由参観(終日)

※土・日を除く

-白男川小学校 TEl52-2876 
10月28日(日)学習発表会

11月1日(木)rv7日(水)自由参観 ※土・日を除く

11月1日(木)道徳授業自由参観日・教育講演会

-伯原小学校 TEl59-8674 
11月1日(木)rv7日(水)授業参観週間 ※土・月を除く

11月1日(木)給食試食会(保護者対象)、学校関係者

評価委員授業参観

11月4日(日)学習発表会(午前)・児童集会(午後)

11月9日(金)文化祭

-宮之城中学校 TEl53-1587 
11月1日(木)rv7日(水)自由参観

※土・日を除く

11月2日(金)学習文化発表会

-鶴田中学校 TEl59-2009 
11月1日(木)rv7日(水)学校自由参観

※土・日を除く

-泊野小学校 TEl54-2003 
10月28日(日)日曜参観(学習発表会・親子ふれあい教室)

11月1日(木)rv7日(水)自由参観 ※土・日を除く

※平日午前中

-紫尾小学校 TEl59-8673 
11月1日(木)rv7日(水)学校自由参観週間

11月1日(木)rv30日(金)/ ¥ー卜月間

(全保護者との教育相談)

11月2日(金)バスケットボール教室

(スポーツ選手活用体力向上事業)

11月5日(月)高齢者とのふれあい活動、交流給食

11月7日(水)文化祭

-薩摩中学校 TEl57-0101 
11月1日(木)rv7日(水)自由参観週間

※日・月を除く

11月3日(土)授業参観、文化祭

-盈進小学校 TEl53-1588 
10月24日(水)高齢者とのふれあい活動(いぬまき大学)

11月 1日(木)rv7日(水)学校自由参観期間

※土・月を除く

11月4日(日)学習発表会

-求名小学校 TEl57-0009 
11月1日(木)rv6日(火)自由参観 ※土・日を除く

11月1日(木)学校評価委員授業参観・給食試食会

11月25日(日)学習発表会、もちつき大会

給食の様子(山崎小)

広報さつま..  

-平川小学校 TEL54-2341 
10月25日(木)脱穀(高齢者とのふれあい活動)

11月1日(木)rv7日(水)学校自由参観 ※土・月を除く

11月4日(日)学習発表会

11月21日(水)もちつき大会

-永野小学校 TEl58-0021 
11月1日(木)高齢者とのふれあい活動

11月1日(木)rv7日(水)自由参観 ※土・日を除く

11月6日(火)rv13日(火)教育相談週間(保護者対象〉

11月25日(日)学習発表会、永野祭り、餅っき学習発表会(流水小)

~広報さつま



のニユース

…
美
し
く
、
力
強
〈
1

…
大
石
神
祉
秋
季
大
祭

禽
吾
様
踊
り

納

9
月
同
日
、
中
津
川
地
区
の
大
石
神
社
で
恒

例
の
「
金
吾
様
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

大
石
神
社
は
、
織
田
・
豊
臣
時
代
に
、
こ
の

地
域
を
治
め
て
い
た
「
金
吾
さ
あ
」
こ
と
島
津

歳
久
(
島
津
宗
家
同
代
当
主
貴
久
の
三
男
)
を

組
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
奉
納
さ
れ
る
の
が
「
金

吾
様
踊
り
」
で
す
。

当
日
は
、
地
割
り
舞
、
俵
踊
り
、
六
尺
棒
踊

り
、
兵
児
踊
り
、
三
尺
棒
踊
り
、
鷹
刺
し
踊
り
、

虚
無
僧
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
地
域
で
長
年
踊
り

継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
踊
り
を
訪
れ
た
多
く
の

見
物
客
に
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
津
川
小
学
校
の
子
ど
も
神
輿
や
恵

光
保
育
園
の
子
ど
も
ハ
ン
ヤ
も
披
露
さ
れ
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
に
多
く
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

活力あるま吉

水辺の楽校 さつま龍完奈

元気で快適砲人々が織り抱吉

第15固

第
日
回
水
辺
の
楽
校
さ
つ
ま
龍
舟
祭

が

8
月
初
日
に
神
子
地
区
の
川
内
川
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
一

般
の
部
が

M
チ
l
ム
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
が

8
チ

l
ム
、
小
学
生
の
部
が
日
チ

ー
ム
の
合
計

η
チ

l
ム
(
町
内
引
・
町

外
ロ
チ

I
ム
)
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
が
近
づ
い
て
お
り
風

が
強
く
吹
く
中
、
逆
風
に
も
負
け
ず
各

チ

l
ム
一
心
不
乱
に
パ
ド
ル
を
漕
い
で

ゴ
l
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

王
者
の
貫
録
を
魅
せ
る
チ

I
ム
や
初
出

場
な
が
ら
も
笑
顔
で
楽
し
く
参
加
す
る

チ
l
ム
、
公
民
会
で
の
普
段
の
付
き
合

い
か
ら
素
晴
ら
し
く
息
の
合
っ
た
チ
ー

ム
な
ど
が
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
で
、
無
事
成
功
し
ま
し

た。上
流
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
一
生
懸
命
漕
ぎ
ま
し
た

.一般の部(町内)

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 上下大迫公民会 さつま町 1分15秒24

準優勝 中間フレンズ 11 1分15秒31

第3位 大俣やまびこ 11 1分16秒26

.一般の部

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 不知火 (芦熊北本県町) 0分55秒46

準優勝 津奈木海龍 津(熊奈本木県町) 0分57秒92

第3位 チーム荒)11 (水熊俣本県市) 0分59秒17

たわら

俵踊り
中津川文化財少年団

じわ

地割り舞
地割り舞保存会

子ども神輿
中津川小学校全児童

子どもハンヤ
恵光保育園児

。一品
ヨ民

&
岡
山
由

円

Z
U
E叫

防
棒
湖

以
尺
叫

羊
ハ
会友車

問

兵児踊り
友励会(尾原公民会)

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 さつま相原C さつま町 1分31秒21

準優勝 韓田バレーボールスポ「切ー曜ツ琢少年磨団j 11 1分46秒84

第3位 鶴田ワイルドポアーズ 11 1分47秒04

-小学生の部

順位 クルー名 本拠地 タイム

優勝 丸島 (水熊俣本県市) 1分17秒07

準優勝 不知火レディース (芦熊北本県町) 1分18秒84

第3位 OS (オズ) 南さつま市 1分31秒93

-レディースの部

こむそう

虚無僧踊り
別野公民会踊り子連

広報さつま..  

AEE 

ヨ民
骨
m
A

司
岬
陸
自
宅

レ出
さ
剰
帽

帥
鷹
践恵

さんじゃくほう

三尺棒踊リ
武自猿民芸保存会(武自猿公民会)

‘翠広報さつま



のニユース活力あ否ま吉元気で|宍週恕人々が織り芯吉

…
重
共
・
県
代
書
牛
に
決
定

目
指
官
『
日
本
一
』

1
…

8
月
初
日
、
姶
良
中
央
家
畜
市

場
で
、
第
叩
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
鹿
児
島
県
最
終
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

予
選
会
は
「
種
午
の
部
」
と

「
肉
牛
の
部
」
に
分
か
れ
、
「
種

午
の
部
」
で
は
県
内
5
地
区
か
ら

選
抜
さ
れ
た
候
補
牛
剖
頭
か
ら
、

県
代
表
牛
と
な
る
幻
頭
が
選
ば
れ

ま
す
。
さ
つ
ま
町
か
ら
2
種
目
に

3
頭
が
出
場
し
、
羽
子
回
ひ
と
み

さ
ん
の
「
は
な
号
」
が
県
代
表
牛

に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
肉
牛
の
部
」
は
8
地

区
組
頭
の
中
か
ら
、
事
前
の
巡
回

調
査
で
代
表
牛
8
頭
の
中
に
、
出
問

徳
重
和
牛
人
工
授
精
所
の
「
順
正

号
」
が
選
ば
れ
、
県
代
表
牛
に
決

定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
じ
く
第
叩
回
全
共

の
和
午
審
査
競
技
会
(
高
校
生
の

部
)
に
、
薩
摩
中
央
高
等
学
校
生

物
生
産
科
3
年
の
新
改
拓
哉
さ
ん

も
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

5
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
全
共

は
、
全
国
の
和
牛
産
地
が
改
良
進

度
を
競
う
場
で
「
和
牛
の
五
輪
」

と
も
呼
ば
れ
、
第
叩
回
大
会
が
凶

月
お
日
か
ら
mm
日
ま
で
の
5
日
間
、

長
崎
県
佐
世
保
市
で
開
催
さ
れ
、

各
出
場
者
並
び
に
関
係
者
は
、

「
日
本
ご
を
目
標
に
飼
養
管
理

に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
選
会
個
人
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

《
個
人
成
績
》

種
目
・
名
号
・
出
品
者
・
成
績

・
第
2
区
(
若
雌
の

1
)
は
な
号

羽
子
田
ひ
と
み
県
代
表
牛

・
第
2
区
(
若
雌
の
1
)
も
り
こ
号

制
徳
重
和
牛
人
工
授
精
所

・
第
5
区
(
繁
殖
雌
午
群
)
か
つ
ひ
め
号

池
江
省
吾

・
第
9
区
(
去
勢
肥
育
午
)
順
正
号

偏
徳
重
和
牛
人
工
授
精
所
県
代
表
牛

…
富
之
城
人
形
作
っ
た
よ
E
-

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
主

催
の
夏
休
み
企
画
「
宮
之
城
人
形

を
作
ろ
う
!
」
に
、
町
内
の
小
学

生
山
名
と
保
護
者
6
名
の
計
凶
名

の
参
加
が
あ
り
、
中
に
は
今
年
で

2
回
目
の
参
加
と
い
う
親
子
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
型
入

れ
」
と
「
絵
付
け
」
の
2
玉
程
に

分
け
て
実
施
し
、
始
め
に
D
V
D

で
宮
之
城
人
形
の
歴
史
と
作
り
方

を
学
習
し
た
後
、
宮
之
城
人
形
復

興
会
の
指
導
の
も
と
、
実
際
に
宮

之
城
人
形
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
絵
付
け
が
難

し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
作
っ
て
み
た
い
」
「
学
校
の
授

業
で
も
取
り
入
れ
て
欲
し
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、
夏
休
み
の
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

全共に出場する「はな号J (羽子田ひとみさん)

宮之城人形完成

…
技
能
五
輔
主
回
大
書
出
場

富
之
城
高
専
・
手
曙
さ
ん
…

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

室
内
造
形
科
2
年
の
手
塚
理
奈
さ

ん
が
、

m月
初
日
か
ら

m日
ま
で

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
第
印
回
技

能
五
輪
全
国
大
会
の
「
家
具
部

門
」
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
つ
ま
町
出
身
者
が
全
国
大
会

に
出
場
す
る
の
は
叩
年
ぶ
り
だ
そ

う
で
す
。

手
塚
さ
ん
は
昔
か
ら
物
を
作
る

の
が
好
き
で
、
製
品
を
作
る
際
も

出
来
る
だ
け
正
確
に
加
工
す
る
よ

う
心
が
け
、
機
械
を
使
う
と
き
は

集
中
し
て
け
が
を
し
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
緊
張
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
普
段
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
頑
張
っ
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

8
月
幻
日
、
宮
之
城
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
「
第
8
回
さ
つ

ま
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
、
約
6
0
0
名
が
参
加
す

る
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
人
権
問
題
を
全

町
民
的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
偏
見
の
な
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
鹿
児
島
県
人
権

同
和
啓
発
強
調
月
間
で
あ
る
8
月

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
太
陽
保

育
園
の
園
児
7
名
が
、
和
太
鼓
と

五
ッ
太
鼓
に
よ
る
演
奏
を
2
曲
披

露
し
ま
し
た
。
次
い
で
行
わ
れ
た

小
中
高
生
代
表
4
人
に
よ
る
人
権

作
文
の
発
表
で
は
、
「
み
ん
な
が

笑
顔
で
く
ら
せ
る
た
め
に
」

「
人
権
に
つ
い
て
」
・
「
間
違
っ

た
知
識
の
た
め
に
」
・
「
み
ん
な

同
じ
人
間
だ
か
ら
」
と
題
し
て
、

人
権
に
対
し
て
の
正
し
い
知
識
と

お
互
い
を
尊
重
し
合
う
心
の
大
切

さ
を
喚
起
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
タ
レ
ン
ト
で
漫
才
師

の
辻
イ
ト
子
さ
ん
が
、
「
輝
け
い

の
ち
;
知
的
障
が
い
の
長
女
と
共

に
生
き
生
か
さ
れ
て
」
と
題
し
て

第
8
回
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

講
演
を
さ
れ
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
長
女
を
明
る
く
育
て
あ
げ
、
親

の
介
護
を
経
て
、
専
業
主
婦
か
ら

却
代
半
ば
に
し
て
畑
違
い
の
芸
能

界
に
入
っ
た
ご
自
身
の
体
験
を
も

と
に
し
た
パ
ワ
フ
ル
な
話
は
、
涙

あ
り
、
笑
い
あ
り
で
参
加
者
に
大

き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ホ

I
ル
及
び
本
館

ロ
ビ
ー
で
は
、
小
中
学
生
の
習
字

や
生
涯
学
習
講
座
生
に
よ
る
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展
示
、
福

祉
施
設
の
作
品
展
示
・
物
品
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

』

F

太
陽
保
育
園
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
と
五
ツ
太
鼓
の
演
奏

炉
実
体
験
を
交
え
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
る
辻
さ
ん

人権作文の発表者

年

ん
5

さ

校
出
叶

煙

試

愛

劃

次

元

自

が

福ん

年
5

括

和
U

劃

酔
羽
楊

山
出
一
軒

鶴田中学校3年

疋しろ やまと

田代大和さん

薩摩中央高等学校3年
ささはらももえ

笹原 百恵さん
大会に向けて毎日特訓中です

…
子
ど
も
た
ち
の

安
盆
を
守
り
ま
す

湯
田
原
見
守
り
隊
(
神
子
)
…

8
月
M
日
、
湯
田
原
見
守
り
隊

(
東
郷
光
行
隊
長
ほ
か
お
人
)
の

メ
ン
バ
ー
が
国
道
2
6
7
号
線
沿

い
に
見
守
り
隊
の
詰
所
を
設
置
し

ま
し
た
。

湯
田
原
見
守
り
隊
は
平
成
幻
年

日
月
に
発
足
し
、
子
ど
も
た
ち
の

下
校
時
刻
に
交
代
で
見
守
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
メ
ン
バ
ー
同
人
が
午

前
6
時
初
分
か
ら
作
業
に
取
り
掛

か
り
、
午
前
9
時
過
ぎ
に
完
成
し

ま
し
た
。

東
郷
隊
長
は
、
「
詰
所
の
材
料

を
公
民
会
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん

提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
詰
所
が
完
成
し
た

た
め
、
今
後
は
こ
こ
を
中
心
に
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
、
ま
た
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
れ

ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

広報さつまIDI

湯田原見守り隊のメンバー

…
…
清
〈
、

E
し
く
、
輯
く
、

……明
zw〈
を
願
っ
て
、

第
銅
固
菊
水
旗
剣
道
夫
書
…

8
月
初
日
、
宮
之
城
総
合
体
育

…
館
で
「
第
M
回
菊
水
旗
争
奪
少
年

剣
道
錬
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、
県
内
で
も
珍
し

い
「
切
り
抜
き
試
合
(
勝
ち
抜
き

戦
)
」
の
大
会
で
す
。

「
菊
水
旗
」
の
由
来
は
、
城
之
口

公
民
会
の
楠
木
神
社
に
奉
ら
れ
て

い
る
楠
木
正
成
公
の
家
紋
「
菊
水

の
紋
」
か
ら
命
名
さ
れ
、
青
少
年

達
が
、
清
く
、
正
し
く
、
強
く
、

明
る
く
、
剣
道
を
通
じ
て
育
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
猛
暑
の
中
に
も
か
か
わ

…
ら
ず
、
多
く
の
激
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
団
体
戦
で
町
内
者
の

入
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

個
人
賞
と
し
て
「
木
場
友
哉
く
ん

(
鶴
田
剣
道
ス
ポ
少
)
」
が
5
人

抜
き
、
「
大
田
一
徹
く
ん
(
薩
摩

…
剣
志
館
)
」
が
叩
人
抜
き
を
果
た

し
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

み

あ

叫

O
大
会
結
果

U
払

ruu

団
体
戦

E
市
型
Uι
τ

・
小
学
生
の
部
優
勝

日
当
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

(
霧
島
市
)

・
中
学
生
男
子
の
部
優
勝

吉
元
ク
ラ
ブ
(
鹿
児
島
市
)

・
中
学
生
女
子
の
部
優
勝

城
西
中
学
校
(
鹿
児
島
市
)

個
人
貰

・
5
人
抜
き
・
:
叩
名

.
日
人
抜
き
:
・
1
名

..広報さつま
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…
薩
摩
中
央
高
等
学
校
の

昌
塵
物
が
掌
骸
錨
禽
に

翼
情
込
ぬ
て
育
て
ま
し
た

…

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
食
農

教
育
の
一
環
と
し
て
、
薩
摩
中
央

高
等
学
校
と
契
約
を
結
び
、
生
徒

が
作
っ
た
農
産
物
を
購
入
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
使
用
し
た
品
物
は
、
生
物

生
産
科
3
年
生
の
果
樹
班
7
名
と

先
生
方

2
名
が
作
っ
た
梨
(
新

高
)
で
す
。
同
校
で
は
初
ア

l
ル

の
面
積
で
4
種
類
の
梨
を
生
産
し

て
お
り
、
梨
の
出
荷
は
今
回
が
初

め
て
だ
そ
う
で
す
。

今
後
も
薩
摩
中
央
高
等
学
校
で

作
ら
れ
た
農
産
物
を
学
校
給
食
に

取
り
入
れ
、
児
童
・
生
徒
が
食
に

関
心
を
持
ち
、
地
元
へ
の
愛
着
心

や
誇
り
に
思
う
心
を
養
え
る
よ
う

な
給
食
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

…
一
輔
車
謂
習
会

上
手
に
乗
れ
た
よ

…

9
月
日
日
、
盈
進
小
学
校
3
年

生
を
対
象
に
一
輪
車
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ベ
ル
マ

I
ク
教
育
助

成
財
団
が
子
ど
も
た
ち
に
「
本

物
」
に
ふ
れ
て
も
ら
お
う
と
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
日
本
一
一
輪
車
協
会
公

認
指
導
員
の
2
人
が
片
足
走
行
や

ス
ピ
ン
な
ど
色
々
な
技
や
乗
り
方

を
披
露
し
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
技
に
児
童
ら
は
感

動
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
技
指
導
で
は
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
直
接
指
導

を
受
け
、
児
童
ら
は
新
た
な
技
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
柊
野
小
学
校

と
紫
尾
小
学
校
で
も
行
わ
れ
ま
し

た

迫
力
満
点

愛情込めて育て疋梨を搬入しましE

須
杭
チ
ャ
ン
ピ
方
ン
シ
ッ
フ
…

8
月
初
日
、
須
杭
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
R
2
が
須
杭
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
総
エ
ン
ト
リ
ー
台
数
日

台
と
過
去
最
多
と
な
り
、

2
歳
か

ら
回
歳
ま
で
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。
レ
ー
ス
は
印
∞
か
ら
4
5

0
∞
の

5
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
、
迫

力
あ
る
モ
ト
ク
ロ
ス
レ

l
ス
に
観

客
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

ペ
ダ
ル
な
し
の
自
転
車
ス
ト
ラ
イ

ダ

I
の
試
乗
会
も
行
わ
れ
、
転
ん

だ
り
し
な
が
ら
も
上
手
に
乗
り
こ

な
し
て
い
ま
し
た
。

…
み
ん
な
で
楽
し
め
香

『
-
ゅ
う
せ
ん
バ
レ
l
』

児童らの手を取って実技指導(盈進小)

8
月
幻
目
、
虎
居
地
区
公
民
館

で
み
や
ん
じ
ょ
チ
ク
リ
ン
ふ
う
せ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会
(
日

名
)
と
武
岡
台
養
護
学
校
の
生
徒

や
O
B
等
に
よ
る
ふ
う
せ
ん
バ
レ

l
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
バ
レ

I
の
大
会
で
お

互
い
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、

交
流
が
で
き
た
ら
と
の
こ
と
で
実

現
し
ま
し
た
。

ふ
う
せ
ん
バ
レ

l
は
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
に
楽
し

め
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
鈴
の
入
っ
た
直
径
判
明
の

ゴ
ム
ふ
う
せ
ん
を
使
用
し
、
チ
ー

ム
6
名
全
員
、
が
ボ

l
ル
に
タ
ッ
チ

し
た
後
、

m回
以
内
に
相
手
コ
ー

ト
に
ボ

I
ル
を
返
し
ま
す
。

公
民
館
に
は
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、

楽
し
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

ストライダーの模擬レースも行われましE

…
重
固
・
九
州
各
地
で

…
『
さ
つ
ま
っ
子
」
活
躍

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
全
国
・
九
州
大
会
に
出

場
し
た
中
学
生
の
活
躍
を
紹
介
し

ま
す
。選

手
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
各

地
に
「
さ
つ
ま
町
」
の
名
を
広
め

て
く
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
大
会

(
長
崎
県
佐
世
保
市
)
8
月
刊
日

1
H
日

。
男
子
宮
之
城
中
学
校

6
位

帖
佐
吉
晃
・
橋
本
尚
大
・
西
唯

吹
・
田
代
真
輝
・
福
元
湧
太
・
中

尾
有
秀
・
日
高
涼
太
・
中
間
壮

人
・
川
崎
健
太
朗
・
榎
園
大
地
・

花
園
敦
史
・
中
舟
木
望
光
・
回
愛

都-
陸
上
九
州
大
会
(
大
分
市
)

8
月

4
H
1
6
日

。
男
子
宮
之
城
中
学
校
3
年

三
重
悠
最

3
年
1
5
0
0
m

4
分
日
秒
M
m

第
5
位
入
賞

共
通
3
0
0
0
m

9
分
ロ
秒
州
知
決
勝
に
進
め
ず

-
陸
上
全
国
大
会
(
千
葉
市
)

8
月
刊
日

s
m目

。
男
子
宮
之
城
中
学
校
3
年

三
重
悠
最

…
義
援
禽
贈
呈

田
商
工
会
青
年
割

ねらいを定めてアタック

8
月
mm
目
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
上
回
一
行
会
長
に
町
商
工
会

青
年
部
川
内
優
紀
部
長
よ
り
、
夏

ま
つ
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ

の
売
上
の
一
部

(
2
5
6
，
4
0

0
円
)
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

T

シ
ャ
ツ
一
枚
に
つ
き
2
0
0
円
が

義
援
金
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
し

た。
今
回
、
青
年
部
で
初
の
取
り
組

み
と
し
て
T
シ
ャ
ツ
販
売
を
行
い

ま
し
た
が
、
目
標
額
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
、
さ
つ

ま
町
と
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被

害
に
あ
っ
た
ひ
ら
が
な
の
会
※
の

「
う
き
は
市
」
と
「
み
や
ま
市
」

に
も
支
援
を
行
え
な
い
か
、
現
在

調
整
し
て
い
ま
す
。

※
ひ
ら
が
な
の
会
・
:
全
国
各
地
の
地
区

の
ひ
ら
が
な
名
の
商
工
会
青
年
部
の

交
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
目
的

と
し
た
会

共
通
1
5
0
0
m

4
分
日
秒
必
決
勝
に
進
め
ず

共
通
3
0
0
0
m

9
分
似
秒
幻
決
勝
に
進
め
ず

-
柔
道
九
州
大
会
(
沖
縄
県
那

覇
市
)

8
月
9
日
1
1
日

。
女
子
宮
之
城
中
学
校
2
年

末
吉
千
湖
二
回
戦
に
進
め
ず

-

野

球

第

2
回
全
日
本
女
子
軟

式
野
球
九
州
大
会
(
熊
本
市
)

8
月

M
H
S
お
日

。
県
選
抜
鶴
田
中
学
校
3
年

甫
立
愛
美
・
薩
摩
中
学
校
2
年

吉
原
琴
美
二
回
戦
に
進
め
ず

きれいになりました
8月29目、宮之城中学校男子パレ一

部員と保護者によるボランティア清掃が

行われました。

今回、中学校のバレーボール九州大会

に出場し多くの支援をいただいたため感

謝の意昧を込めて宮之城総合体育館付近

を清掃されました。

…
さ
つ
ま
聞
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
文
書

広報さつまJg

町長室で行われた壮行会の様子

9
月
2
日
、
第
8
回
さ
つ
ま
町

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
さ
つ
ま

町
体
育
協
会
主
催
)
が
、
宮
之
城

総
合
体
育
館
ほ
か
2
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
の
代
表
却

チ

i
ム
(
男
子
幻
チ

l
ム
、
女
子

四
チ

l
ム
)
が
各
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
地
元
の
期
待
を
背
負
っ
て
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
成
績

男
子
A
ク
ラ
ス

〔
会
場
:
鶴
岡
体
育
館
〕

優

勝

宮

之

城

屋

地

A

準
優
勝
宮
之
城
屋
地
B

第
3
位
平
川
、
白
男
川

女
子
A
ク
ラ
ス

〔
会
場
:
薩
摩
中
学
校
体
育
館
〕

優

勝

山

崎

準

優

勝

船

木

第
3
位
白
男
川
、
宮
之
城
屋
地

男
子
B
ク
ラ
ス

〔
会
場
:
宮
之
城
総
合
体
育
館
〕

優

勝

紫

尾

準

優

勝

泊

野

第
3
位
佐
志
、
湯
田

女
子
B
ク
ラ
ス

〔
会
場
:
宮
之
城
総
合
体
育
館
〕

優

勝

神

子

準

優

勝

求

名

第
3
位
佐
志
、
永
野

サ
ボ
テ
ン
の
花
を
見
抗
日
批

F
?

相
原
の
久
留
須
元
気
さ
ん
宅
の

柱
サ
ボ
テ
ン
の
花
が
満
開
に
な
り

ま
し
た

D

こ
の
柱
サ
ボ
テ
ン
は
却

年
位
前
か
ら
久
留
須
さ
ん
の
弟
さ

ん
が
育
て
て
い
た
も
の
を
引
き
継

い
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
高
さ
が
5
m
位
に
な
り

上圏会長(左から2人目)と商工会青年部川内部長(左から3人目)
両端は販売されたTシャツ

手
入
れ
が
大
変
と
の
こ
と
で
す
。

花
は
朝
9
時
位
に
は
し
ぼ
み
5

5
6
目
位
は
咲
く
そ
う
で
す

D

来

年
の
開
花
が
楽
し
み

で
す
ね
。

EI広報さつま



のニユース活力あるま吉元気で快適琢人々が織りto苦

…富
手
日
本
一

盈
道
小

角
持
け
世

S
さ
ん

「
日
本
赤
十
字
社
東
日
本
大
震

災
義
援
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
2
0
1

2
極
真
祭
」
の
6
歳
8
7歳
女
子

の
部
で
優
勝
し
た
盈
進
小
学
校
2

年
生
の
角
井
け
せ
ら
さ
ん
が
、

9

月
間
日
に
役
場
を
訪
れ
日
高
町
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

大
会
は
8
月
お
日

s初
日
に
京

都
府
立
体
育
館
で
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
約
8
5
0
名
の
拳
士
が
参
加

し
ま
し
た
。

角
井
さ
ん
は
小
学
校
1
年
生
か

ら
空
手
を
始
め
、
現
在
週
に
2
回

道
場
に
通
い
、
そ
れ
以
外
に
も
自

主
練
習
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

優
勝
し
た
角
井
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
人
よ
り
も
練
習
を
し
て
試

合
で
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

…
県
消
防
操
法
大
書
出
場

神
子
治
国
健
闘
…

8
月
初
日
、
第

m回
鹿
児
島
県

消
防
操
法
大
会
が
鹿
児
島
県
消
防

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
薩
摩
支
部
の
代

表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
の
部
で
神
子

分
団
が
出
場
し
、
日
チ

I
ム
中
山

位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

目
標
と
し
て
い
た
入
賞
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約
5
ヶ
月

に
わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
さ
つ
ま
町
の
心
意
気

を
県
内
消
防
関
係
者
に
強
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

…
第
時
国
関
東
永
野
禽

盛
夫
に
闘
催
E
-

今
年
の
関
東
永
野
会
は
、

1
1

3
名
の
出
席
で
9
月
9
日
、
東
京

上
大
崎
の
三
州
倶
楽
部
に
お
い
て

8
月
間
目
、
宮
之
城
運
動
公
園

で
第
2
回
さ
つ
ま
町
ナ
イ
タ
ー
陸

上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
陸
上
競
技
協
会
の
主
催
で
昨

年
よ
り
は
じ
ま
っ
た
こ
の
大
会
に

は
、
前
回
を
上
回
る
1
7
6
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

空手日本一になった角井けせらさんと日高町長

-
小
学
1
年
男
子
1
0
0
m

重

森

朝

陽

ゆ

秒

0

(
盈
進
小
学
校
)

-
小
学
1
年
女
子
1
0
0
m

西

国

風

迦

凶

秒

2

(
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
2
年
男
子
1
0
0
m

冨
松
湖
太
郎
同
秒
4

(
盈
進
小
学
校
)

・
小
学
2
年
女
子
1
0
0
m

武
下
佳
七
子
凶
秒
5

(
樋
脇
小
学
校
)

-
小
学
3
年
男
子
1
0
0
m

太
田
虎
次
朗
げ
秒
9

(
宮
之
城
野
球
ス
ポ
少
)

出場した神子分団の選手

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
宮
之
城

会
、
関
東
鶴
岡
会
を
は
じ
め
、
鹿

児
島
県
東
京
事
務
所
や
永
野
区
か

ら
た
く
さ
ん
の
来
賓
を
迎
え
、
第

日
回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
大
変

充
実
し
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

久
木
田
会
長
は
「
日
固
ま
で
続

い
た
の
は
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
挨
拶
さ

れ
、
こ
こ
ま
で
一
度
も
欠
席
せ
ず

参
加
さ
れ
て
い
る
7
名
の
方
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
敬
蔵
永
野
区
公
民
館

長
か
ら
故
郷
の
近
況
報
告
や
こ
れ

ま
で
の
様
々
な
ご
協
力
に
対
す
る

お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
永
野
出
身
の
歌

手
「
宮
里
智
子
さ
ん
」
の
歌
に
合

わ
せ
て
、
永
野
小
唄
や
オ
ハ
ラ
節

な
ど
輪
に
な
っ
て
踊
り
、
鹿
児
島

の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
公

民
会
ご
と
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

-
小
学
3
年
女
子
1
0
0
m

内

山

花

色

げ

秒

7

(
さ
つ
ま
相
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
4
年
男
子
1
0
0
m

甫

立

大

地

時

秒

3

(
さ
つ
ま
相
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
4
年
女
子

l
o
o
m

柳
津
香
菜
子
凶
秒
9

(
山
崎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
)

・
小
学
5
年
男
子
1
0
0
m

黒

木

達

矢

日

秒

6

(
宮
之
城
野
球
ス
ポ
少
)

池

田

龍

星

回

秒

6

(
山
崎
ビ
ー
ト
ル
ズ
)

-
小
学
5
年
女
子
1
0
0
m

指

宿

玲

那

日

秒

2

(
さ
つ
ま
相
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
6
年
男
子
1
0
0
m

橋

元

吾

空

日

秒

5

(
鶴
岡
小
学
校
)

・
小
学
6
年
女
子

l
o
o
m

永

田

敦

美

日

秒

5

(
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
)

-
中
学
1
年
男
子
・
女
子
1
0
0
m

内

山

紋

光

目

秒

4

(
宮
之
城
中
学
校
)

・
中
学
2
年
女
子
1
0
0
m

永

江

史

奈

日

秒

6

(
薩
摩
中
学
校
)

・
高
校
男
子
1
0
0
m

宮

脇

大

輔

日

秒

7

(
薩
摩
中
央
高
校
)

下

満

裕

斗

日

秒

7

(
薩
摩
中
央
高
校
)

-
一
般
男
子
1
0
0
m

宮
之
脇
智
彦
日
秒
7

(
さ
つ
ま
町
役
場
)

-
小
学
4
年
男
子
8
0
0
m

重
森
英
斗

3
分
叩
秒
1

(
盈
進
小
学
校
)

な
お
、
会
場
で
は
、
さ
つ
ま
の

特
産
品
(
味
噌
・
か
る
か
ん
・
梅
・

塩
笥
・
つ
け
あ
げ
等
)
の
物
産
販

売
も
行
わ
れ
、
完
売
し
ま
し
た
。

…
田
昌
と
語
奇
書

さ
つ
ま
町
女
団
連

参加者で記念撮影

8
月
M
目
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
(
山
本
芳
子
会
長

ほ
か
参
加
者
8
団
体
位
名
)
と
町
長

と
の
語
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
町
長
の
講
話
の
あ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
紹
介
が

あ
り
、
豪
雨
災
害
復
興
後
の
ま
ち

づ
く
り
や
原
発
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
女
性
の
視
点

に
立
っ
た
提
案
、
が
出
さ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

-
小
学
4
年
女
子
8
0
0
m

中
須
瑠
菜

3
分
∞
秒
6

(
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
5
年
男
子
8
0
0
m

武
下
孝
輔

2
分
別
秒
0

(
樋
脇
小
学
校
)

-
小
学
5
年
女
子
8
0
0
m

指
宿
玲
那

2
分
日
秒
3

(
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
少
)

・
小
学
6
年
男
子
8
0
0
m

有
川
優
太
郎

2
分
お
秒
8

(
清
水
小
学
校
)

-
小
学
6
年
女
子
8
0
0
m

山
口
若
葉

2
分
必
秒
1

(
山
崎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
)

・
中
学
1
年
男
子
2
0
0
0
m

東
丞
仁

6
分
団
秒
3

(
宮
之
城
中
学
校
)

・
中
学
1
年
女
子
2
0
0
0
m

下
境
田
桃
香

7
分
応
秒
0

(
薩
摩
中
学
校
)

広報さつまDI

中学男子2000mの部

小学4年男子 100mの音s

-
中
学
2
年
男
子
2
0
0
0
m

久
留
須
保
壱

6
分
却
秒
2

(
鶴
田
中
学
校
)

-
中
学
2
年
女
子
2
0
0
0
m

森
山
璃
南

7
分
幻
秒
6

(
薩
摩
中
学
校
)

・
中
学
3
年
男
子
2
0
0
0
m

三
重
悠
最

5
分
以
ω
秒
6

(
宮
之
城
中
学
校
)

・
中
学
3
年
女
子
2
0
0
0
m

甫
立
麻
里
奈

7
分
臼
秒
1

(
鶴
田
中
学
校
)

-
一
般
女
子
2
0
0
0
m

花
北
真
李

7
分

M
秒
6

(
川
薩
女
子
)

-
高
校
男
子
3
0
0
0
m

下
満
裕
斗
叩
分
お
秒
8

(
薩
摩
中
央
高
校
)

-
一
般
男
子
3
0
0
0
m

東
僚
和
贋

9
分
問
秒
4

(
さ
つ
ま
町
役
場
)
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まちの園芸作物紹介⑫

温
州
み
か
ん

。
鹿
児
島
県
長
島
町

生
ま
れ
の
温
州
み
か
ん

温
州
み
か
ん
は
、
日
本
原
産
で
小
み
か
ん
か
ら
の

突
然
変
異
に
よ
り
、
鹿
児
島
県
長
島
町
で
発
見
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
島
町
に
あ
る
日

本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
温
州
み
か
ん
に
つ

い
て
勉
強
で
き
る
ほ
か
、
温
州
み
か
ん
の
原
木
か
ら

増
や
し
た
3
代
目
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
温
州
み
か
ん
の
種
類

温
州
み
か
ん
は
、
収
穫
時
期
に
よ
っ
て
4
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

【
極
早
生
温
州
】

9
月
か
ら
日
月
頃
に
収
穫
さ
れ
る
も
の

品
種
名
・
・
・
か
ご
し
ま
早
生
な
ど

【
早
生
温
州
】

川
月
か
ら
ロ
月
頃
に
収
穫
さ
れ
る
も
の

品
種
名
・
:
宮
川
、
興
津
な
ど

【
中
生
温
州
】

日
月
i
ロ
月
頃
に
収
穫
さ
れ
る
も
の

品
種
名
・
:
南
相
叩
号
、
石
地
な
ど

【
普
通
温
州
】

1
月
以
降
に
収
穫
さ
れ
る
も
の

品
種
名
・
・
・
十
万
温
州
な
ど

。
極
早
生
み
か
ん
が

出
回
否
季
節
で
す

叩
月
か
ら
は
鹿
児
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
極
早
生
品
種

で
あ
る
「
か
ご
し
ま
早
生
」
が
町
内
で
も
収
穫
期
を

川内川激特・鶴田ダム再開 報 | 
さつま町内の「川内川瀬甚災害対策特別緊急事業」と

「鶴田タム再開発事業」の工事施工箇所(平成24年9月6日現在)

【県北薩地域振興局関連工事】

《激特事業関連工事》

①山崎地区

・築堤護岸工事(1件)

・山崎橋工事 (2件:取付道路、舗装)

②虎居、宮之城屋地地区

-宮都大橋工事 (3件)

-宮之城橋工事 (3件:上部工、国道嵩上げ、護岸)

【国土交通省関連工事】
《激特事業関連工事》

①柏原地区

-築堤護岸工事 (2件)

《鶴田ダム再開発事業関連工事》

②神子地区

-施設改造工事
・上流仮締切工事
-制水ゲート工事 (2件)

迎
え
ま
す
。
青
み
が
残
っ
た
状
態
で
収
穫
す
る
こ
と

か
ら
見
た
目
に
す
っ
ぱ
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

マ
ル
チ
栽
培
を
行
う
こ
と
に
よ
り
ほ
ど
よ
い
酸
味
と

甘
さ
の
あ
る
み
か
ん
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
旬
の
昧

を
是
非
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

。
み
か
ん
に
含
ま
れ
否
栄
養
成
分

【
ビ
タ
ミ
ン
C
】

み
か
ん
2
個
で
1
日
に
必
要
な
分
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
風
邪
予
防
に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
。

【
ク
エ
ン
酸
】

体
内
の
酸
性
物
質
を
減
少
さ
せ
た
り
、
疲
労
回
復

や
血
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

【
ペ
ク
チ
ン
】

果
肉
を
包
む
袋
や
白
い
筋
に
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、

整
腸
作
用
が
あ
り
ま
す
。

【β
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
】

オ
レ
ン
ジ
色
の
色
素
に
含
ま
れ
て
お
り
、

1
日
1

個
食
べ
る
と
ガ
ン
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
る
そ
う

で
す
。

-
お
問
い
合
わ
甘
先

農
政
課
農
産
園
芸
係

電
話
(
臼
)
1
1
1
1
(内
線
2
4
2
4
)

《舎月の現場写真>> ，_鶴田タム再開発事業の進捗状況をご紹介します~
現在、ダム堤体下流側では、増設j威勢工(放流水の勢いを弱める水路施設)のコンクリ-ト打設等を、上流側
(貯水池側)では、増設放流設備及び付替発電管設置の穴を開けるために必要な上流仮締切の台座(土台)の施
工を引き続き行っています。

また、ヘラブナ岬の組立ヤードでは、大阪府にある工場で製作した上流仮締切を分割して搬入し、現地で溶接
し組み立てる作業を行っています(写真)。本年度中は、残りの上流仮締切の搬入及び組立作業を引き続き行う
予定です。来年度は、この上流仮締切を組立ヤードに設けた台車に乗せ移動させ、クレーンでダム湖内に吊 1)下
げ、台船等で湖面を移動しダム本体に設置します。

【お知らせ】鶴田ダム堤頂の通行止めを行っており今後も続く予定ですo 鶴田ダム管理所ホームページをご確認
下さい。各種団体、ご家族などの再開発事業現地視察が出来ます(土日を除く)。下記のお問い合
わせ先ヘご連絡下さい。

期日 :9月10日(月)--11日(火)(消費税抜き、売却分)(単位:頭・円.kg) 

性別 頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比(苅8月分)

めす 253 105，632，000 991，000 417，518 274 36，153円安値

去勢 324 142，439，000 720，000 439，627 297 11，296円高値

合計 577 248，071，000 991，000 429，932 287 9，451円安値

l rカーボン・方フ包ツトJに取り組む事業者を募集します。|

耕地林業課林務係(内線2432)

広報さつま. .  

9月子牛せり市結果

「カーボン・オフセッ卜」とは事業者等が、自らの温室効果ガスの排出量を認識レ、自主的に削減努力を行

うとともに、削減が困難な排出量を、他の場所で実現レた温室効果ガスの排出削減・吸収量(クレジツ卜)の

購入により埋め合わせることです。

さつま町では、 「霊峰紫尾山に抱かれたさつま聞の森林づくりによ否工コプロジェク卜」として平成22・23

年度に田有林23.45haの間伐を行い、かごしま工コファンド認証運営委員会より二酸化炭素(C02)吸収量

325 t分のクレジツ卜認証を受けまレたのでこれを販売レます。

購入いただいたクレジッ卜代金は、町内の森林整備や町内農産物直売所のタ卜灯のLED照明への交換等地球

温暖化対策に活用されます。

また、この制度を利用され否と環境企業とレて貢献していることを広く県民にアピールでき否とともにクレ

ジッ卜購入代金で地元の地球温隈化対策に貢献できます。

お問い合わせ先

③テント内で組み立てた上流仮締切は、台車に乗せ移動、
クレーンで吊リ下げ、台船等で湖面を移動させてタム本体
に設置する。(来年度予定)

-鹿児島県北薩地域振興局 建設部
土木建築課道路建設第2係

T E L (0996) 25-5289 

-お問い合わせ先・
.国土交通省 川内川河川事務所 TEL(099ru 22-3271 
鶴田ダム再開発事業に関すること(開発工務課)
激特事業に関すること(工務課)

..広報さつま
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薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

地域高規格道路

『北薩横断道路』整備促進地方大会開催

早期全線開通を!
平成24年11月6日(火)14 : 00---

宮之城文化センター

北薩空港幹線道路整備促進期成会

(出水市・阿久根市・薩摩川内市・霧島市・長島町・さつま町)

歯
を
失
う
最
大
の
原
因
は
歯
周
病
で
す
。

あ
な
た
の
歯
は
大
丈
夫
で
す
か
?

包ルフケアとフロフェッショナルケアI~車の両輪
自分自身で行う毎日のセルフケアと歯科医による専門的なプロフェッシヨナルケアは歯とお口の健康を保つ基本です。

セルフケア I I プロフェッショナルケア
・よく噛んで食べる I I・定期的な歯科健診を受ける
・丁寧に歯をみがく I I・正しいブラツシンク.万法を教わる
・歯閏清掃用具を使う I I・歯のクリー二ングを受ける
・栄養バランスのとれた食事を心がける I I・歯石除去を受ける

歯ブラシだけでは、磨ききれない歯の隙聞には、歯閏ブラシやデンタルフロスを使用して隅々まで磨くことも大切です。

いつまでも自分の歯で食事ができ§ように・.

かかりつけ歯科医で定期健診〈メンテナンス)を1

(受付13: 30---) 

歯周病がかなり進行している可能性が

あります。必ず歯科医院を受診し、治

療を受けましょう。

歯周病になっているか、なりやすい要
因をもっています。
歯みがきと定期的な歯科健診を忘れず

参
目
隠
歯
周
痛
に

つ
い
て
チ
Z
ツ
タ
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

市
一
市
一
日
一
日
一
相
一
時
一
市
一
市
一
団
一
市
一
市
一
市
一
点

1
5
4
点

叩
点
以
上

歯周病にかかっている可能性大。歯科

医院を受診してください。歯みがきも

しつ力1り行いましょう。

今は歯周病の心配はありません。
しかし、油断禁物。歯周病のごく初期
には自覚症状がありま甘ん。歯みがき
を欠かさず、定期的に歯科医院でチ工
ツクを受けましょう。

朝起きたとき口の中がねばねばする

口臭があると言われたことがある

食事のあと、歯の聞にものがはさまる

歯ぐきから出血することがある

歯ぐきがはれることがある

ぐらつく歯がある

あまり歯みがきをしない

タバコを吸う

歯科医院には歯が痛いとさしか行かない

10 ストレスを感じることが多い

11 糖尿病にかかっている

12 骨密度が低いと言われたことがある

合計

-日時

・会場

・主催

0 
点

4 

5
5
9点

2 

3 

7 

8 

5
 
6 

9 

EE園
健
康
な
生
活
習
慣
紹
介

宮
之
城
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

子どもの育とうとする力を信じ、意識して関わっていく
ことが、子と‘もの心の育ち、ゆくゆくは生きていく原動力
につながっていきますD

秋の運動会の声かけから意識してみましょう。

さらに、 「できた」ということが子どもの自信につながるため、 「できた」ことを子ども
の重要なことにしなければなりません。子どもが「できた」と思っても、親や保育者がその
ことを認めてあげなければ、その子どもにとって自信へとはつながりません。
例え、大人からみて、上手くなくても、その子の「でき疋」という思いを親や保育者がし

っかりと認めることで、子どもの自信は育ち、その後、積極的に色んなことに挑戦しようと
する力ができてきます。

/

F

 

，，
 

お問い合わせ先健康増進課健康増進係

電話 :53-1111 (内線21 43・21 44) 

説3

代
表
者

永
田
清
信
さ
ん

すでち持
E

丸↓国クンキオウの朝

・
〈
健
康
に
い
い
と
思
う
こ
と
〉

日
頃
は
個
人
で
歩
い
て
い
る
方
も
月

2
回
の
定
例
ウ
ォ

l
ク
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
多
く
の
仲
間
と
の
楽
し
い
語
ら

い
や
笑
い
の
中
で
活
動
し
、
ま
た
、
年

に
一
度
の
パ
ス
旅
行
や
交
流
会
等
で
身

も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
て
毎
日
の

生
活
の
リ
ズ
ム
も
良
く
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

-
〈
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
〉

私
た
ち
の
ウ
ォ

I
キ
ン
グ
会
は
、
平

成
凶
年
度
に
町
が
推
進
す
る
健
康
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
育
成
の
際
に
組
織
し
、
現

在
ま
で
叩
年
問
、
そ
の
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

当
時
は
、
ウ
ォ

I
キ
ン
グ
人
口
は
決

し
て
多
く
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
組
織
も

小
さ
な
団
体
で
し
た
。

• 
開m

こんにちI~保健師です

運動と子どもの心の育ち

4・
• 

心と体は、密接な関係があり、 「心が動けば体も動
き、体力1動けば心も動く」といわれるように、体の発
達は心の発達に大きな影響を与えると考えられ、子ど
もは「できた」とか「できない」という感覚の多くを
体を通して感じます。
そのため、幼児期から、どのような体の動きを経験

するのかが心の育ちに重要で、その後の性格や人格形
成に重要な意昧をもってきますD

秋も深まり、心地よい風を感じる季節となりました。食欲の
秋、読書の秋、運動の秋と、秋は新しく何かを始めるには最適
な季節です。町内でもあちこちで運動会ヘ向けて練習する子ど
も達の声が聞かれるようになりました。

-
〈
現
在
の
状
況
は
〉

現
在
の
会
員
は
、
ウ
ォ

I
キ
ン
グ
を

日
々
の
日
課
と
し
て
い
る
方
々
約
初
名

で
、
月
2
回
、
町
内
の
各
地
区
を
回
る

コ
l
ス
を
設
定
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の

P
R
と
普
及
を
図

り
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

夫人の
彼割

-
〈
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
〉

会
員
個
人
が
、
ウ
ォ

I
キ
ン
グ
を
生

活
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
組
織
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

健
康
*
つ
く
り
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
、
こ
の
会
に
入
会
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
増
進
活
動
を
一
緒
に
で

き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
同
様
、
個
人
の

健
康
増
進
に
役
立
つ
よ
う
楽
し
く
自
由

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

宮之城ウオーキング会のみなさん

健康さつま21

停の育ちと
心の育ち

自信を

育て~

ID広報さつま



FAX (52) 3514 TEL (53) 1111 お問い合わせ:さつま町役場

毎日の暮らレの中で、国-県・町が行っている仕事への疑問や相談ごとはあリま
せんか。 I行政相談委員」が次のとおり行政相談所を開設しますので、お気軽に
ご相談ください。なお、相談は無料で秘密は堅く守られます。

・お問い合わせ先:総務課秘書人事係(内線 22 1 2) 

行政相談週間
~あなたの悩みごと私たちに話してしてみませんか~

土
地
は
、
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。

将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
土
地
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
自
然

環
境
を
守
り
、
生
活
環
境
の
確

保
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

d
d属
眼
成
必
要
討
ち

届
出
は
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、

…

土
地
の
所
在
す
る
役
場
の
土
地

利
用
担
当
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

…

※
一
定
面
積
以
上
の
土
地

1
.

都
市
計
画
区
域

5
，

o
o
o
d以
上

2
.
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

1
0
，

o
o
o
d以
上

-
届
出
の
必
要
な
土
地
の
取
引

売
買
、
交
換
、
共
有
持
分
の

譲
渡
な
ど

-
届
出
者

土
地
の
取
得
者
(
買
い
主
)

※
届
出
を
怠
っ
た
り
、
虚
偽
の

届
出
を
す
る
と
、

6
ヶ
月
以
下

の
懲
役
ま
た
は
1
0
0
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。 【行政相談日程】

開催日 時 閏 場 pfi 相談委員

1 0月 15日(月) 虎居地区公民館(和室)

1 0月 16日(火) 佐志地区公民館(和室)

1 0月 17日(水) 山崎地区公民館(和室)
小島泰秀

9:00"-'12:00 
1 0月 18日(木) 宮之城ひまわり館(相談室)

1 0月22日(月)
鶴田支所(1階相談室) 東郷光行

薩摩支所(会議室) 竪山修啓

消
防
本
部宮

(
位

)
0
1
1
9

※相談委員の担当区域に関わらず、どとの会場でも構いませんのでご相談ください。
※1 0月以外でも、次のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。
(宮之城ひまわり館では、心配ごと相談と一緒に実施レます。)

ガ
ス
は
取
扱
い
を
誤
る
と
火

災
や
爆
発
な
ど
の
大
き
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
不

完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

中
毒
事
故
も
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
注
意

し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

-
ガ
ス
器
具
の
正
レ
い
取
り
扱
い

ガ
ス
機
器
を
点
火
し
た
と
き

は
、
必
ず
火
が
つ
い
た
か
ど
う

か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

…

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
揚
げ
物
等
を
し

て
い
る
際
に
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
揚
げ
物
等
を
す

る
際
に
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

ど
う
し
て
も
離
れ
る
場
合
は
短

時
間
で
も
こ
ん
ろ
の
火
を
必
ず

消
し
て
く
だ
さ
い
。

-
十
分
な
換
気

ガ
ス
が
燃
焼
す
る
に
は
、
多

量
の
空
気
を
必
要
と
し
ま
す
。

空
気
が
不
足
す
る
と
不
完
全
燃

焼
を
起
こ
し
、
有
毒
な
一
酸
化

炭
素
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
換

気
扇
を
回
す
、
窓
を
開
け
る
な

ど
換
気
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
時
は

ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
時
は
、

…

ガ
ス
の
一
万
栓
を
閉
め
、
窓
を
聞

け
て
空
気
の
入
れ
換
え
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、

開催日 時 閏 場 所 相談委員

毎月第3木曜日 10:00"-'12:00 宮之城ひまわり館(相談室) 小島泰秀

2月 18日(月) 9:00"-'12:00 鶴田支所(1階相談室) 東郷光行

1 22 月月 11 80 日日(( 月月) ) 9:00"-'12:00 薩摩支所(会議室) 竪山修啓

換
気
扇
、
電
灯
等
の
ス
イ
ッ
チ

や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は
触

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
火
花
が

発
生
し
、
爆
発
を
起
こ
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。

4e 
毒
Mと

1
る
ろ

れ
よ

躍

し
を
手

陣
し

を
消

ぬ
を

ろ
火

ん

す
ご
必

【さつま町の行政相談委員】

.宮之城地区担当小島泰秀

@鶴田地区担当 東郷光行

@薩摩地区担当 竪山修啓

福
祉
の
職
場
ヘ
就
職
を
希
望

す
る
一
般
の
方
及
び
学
生
(
高

校
生
以
下
を
除
く
)
を
対
象
に
、

日

「
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職
面
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
当
日
は
会
場
内
に
、
求
職
登

録
・
情
報
提
供
・
各
種
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

・
参
加
費
は
無
料
、
当
日
受
付

(
事
前
予
約
不
要
)
で
す
。

求
職
者
の
み
な
さ
ん
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

-
日
時

日
月
幻
日
(
水
)

日
時

s同
時

※
受
付
ロ
時
叩
分
4
3
日
時
初
分

-
会
場

…

薩
摩
川
内
市
総
合
福
祉
会
館

年齢20歳から35歳くらいまでの独身男女
男性:さつま町ま疋は伊佐市にお住まいかお勤めの方
女性:工Ijアは聞いま甘ん
かごしまオリ工ンテーリング(鹿児島市)10月21日(日)
秋のくま鉄「幸福探しの旅J (人吉市) 11月25日(日)
他、クリスマス会、お料理教室などを予定しています。
クラブ活動を通して楽しみながら出会いの場を提供致します!
1，500円(※2年間有効・活動費別途要)

電話53-2396

電話59-2629

電話57-1554

アイビス倶楽部 たくさんのご縁を結びたく、

"じラロ王・32嵩毒菌ヲ 第2期生メンバー大募集1
~ゆっくり、じっくり楽しい婚活~ 語3摘草

5組拘ッフ111鴎車 1

さつま町轟町8番地4

さつま町神子720番地8

さつま町求名 12570番地2
階
大
ホ

I
ル
(
薩
摩
川
内
市

永
利
町
4
1
0
7
1
1
)

-
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

(
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所
)

干

8
9
0
1
8
5
1
7

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
1
番
7
号

(
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
6
階
)

電
話

0
9
9
1
2
5
8
1
7
8
8
8

F
A
X
0
9
9
1
2
5
0
1
9
3
6
3
 

文
化
課
文
化
係

内
線
2
5
5
1
・
2
5
5
2

文
化
課
で
は
、
第
8
回
さ
つ

ま
美
術
展
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
「
未
来
に
残
し
た
い
さ
つ

ま
町
」
を
表
現
し
た
テ

i
マ
部

と
、
自
由
課
題
の
自
由
部
の
2

部
門
で
募
集
し
ま
す
。
例
年
力

作
が
揃
い
、
町
内
の
文
化
の
高

さ
を
伺
わ
せ
る
美
術
展
で
す
。

み
な
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
ご
応

募
下
さ
い
!

-
応
募
期
間
(
作
品
の
搬
入
)

問
月
5
日
(
金
)
か
ら

日
月
幻
日
(
木
)
ま
で

※
審
査
の
日
程
上
、
期
限
厳

守
で
お
願
い
し
ま
す
。

-
応
募
作
品

①
作
品
は
水
彩
画
、
油
絵
、
日

本
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
版
画
及
び

そ
の
他
の
絵
画
と
し
、
作
品
の

大
き
さ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま

す。

-入会条件

-活動内容

来その他詳細につきましては下記へお問い合わ甘ください0

・お申込み・お問い合わ甘先
アイビス倶楽部 事務局(インターナショナルゴルフリソート京セラ内)

TEL 0996-57ー 1313 下大迫

-入会金

5月に行われた「えびの高原ぐるっと池めぐり」

広報さつまfD

TEL 0996 -53 -1111 (内線2226)
-お問い合わせ先
さつま町役場企画課地域振興係

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部
及
び

小
学
生
・
中
学
生
の
部
は
A
3

(
四
つ
切
り
)
サ
イ
ズ
以
下
と

し
、
高
校
生
・
一
般
の
部
は
刊

号
以
下
の
サ
イ
ズ
と
し
ま
す
。

②
作
品
は
額
装
で
の
応
募
と
し

ま
す
が
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の

園
児
及
び
小
学
生
、
中
学
生
の

作
品
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③
応
募
作
品
の
出
品
数
は
、
テ

ー
マ
作
品
1
人
1
点
・
自
由
作

品
1
人
1
点
ま
で
と
し
、
未
発

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

-
作
晶
の
応
募
方
法

①
町
教
育
委
員
会
文
化
課
及
び

鶴
岡
・
薩
摩
教
育
係
ま
で
応
募

期
間
中
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
搬
入
の
際
は
、
出
品
一
覧
表

と
作
品
の
下
部
中
央
に
名
札
を

つ
け
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

パスポートの申請は
役場町民課ヘ

パスポートの申請・受領の窓口は役

場町民課(本庁)になります。町内の

方は、県のパスポート窓口を原則利用

でさま甘んので、こ注意ください。

-お問い合わせ先町民課町民係

包 53-1111 (内線2123・2124)

DI広報さつま



FAX (52) 3514 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

内
線
2
1
4
4

TEL (53) 1111 

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

・
1
歳
7
j
8か
月
児

(
H
n・
2
生
)
健
診

同
月
口
日
(
水
)

午
後
O
時
叩
分
i
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
7
1
8か
月
児

(
H
M
.
2生
)
育
児
掴
議

日
月
四
日
(
金
)

午
前
9
時
S
午
前
9
時
叩
分

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
3
歳
児

(
H引
.
8生
)
健
診

同
月
目
日
(
水
)

午
後
0
時
叩
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・2
歳
児

(
H包
・
叩
生
)

健
や
か
健
康
相
談

日
月
1
日
(
木
)

午
前
9
時
S
午
前
9
時
叩
分

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
2
歳
6
か
月
児

(
H
n・
4
生
)
健
診

日
月
1
日
(
木
)

午
後
O
時
叩
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
す
く
す
く
育
児
掴
談

日
月
2
日
(
金
)

午
前
9
時
S
午
前
叩
時
受
付

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
4
か
月
児

(
H
M
.
6生
)
健
診

日
月
H
日
(
水
)

午
後
O
時
叩
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

お問い合わせ:さつま町役場

町
民
課

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す

の
で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び

質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
問
月
口
日
(
水
)
ま
で

に
相
談
者
氏
名
(
旧
姓
)
・
配

偶
者
氏
名
(
旧
姓
)
・
基
礎
年

金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場

本
庁
町
民
課
町
民
係
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

(
ご
予
約
)
く
だ
さ
い
。
予
約

し
た
叩
分
前
に
は
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

。
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
(
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
)
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

。
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

。
本
人
確
認
書
類
(
免
許
証

等
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
と

委
任
を
受
け
た
方
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で

す。-
相
談
日
時

間
月
白
日
(
木
)

午
前
9
時
却
分
か
ら

午
後
3
時
制
分
ま
で

-
母
子
健
康
手
帳
変
何

叩
月
幻
日
(
月
)

日
月
四
日
(
月
)

午
前
9
時
初
分
S
午
前
日
時

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

-
フ
ッ
化
物
塗
布
'
‘
Z剖

叩
月
日
日
(
水
)
約
五
双

山
月
M
日
(
水
)
(
パ

--J

H
月
1
日
(
木
)

午
後
3
時
8
午
後
4
時
受
付

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

-
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

日
月
6
日
(
火
)

日
月
日
日
(
火
)

日
月
初
日
(
火
)

日
月
幻
日
(
火
)

午
前
9
時
却
分
S
午
前
日
時

(
屋
地
楽
習
館
)

-
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

日
月
9
日
(
金
)

日
月
刊
日
(
金
)

午
前
9
時
泊
分
S
午
前
日
時

(
え
ほ
ん
の
森
)

-
子
宮
が
ん
・
骨
粗
軽
症
横
診

・
叩
月
白
日
(
木
)
午
後
の
み

叩
月
初
日
(
金
)

薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
叩
月
四
日
(
日
)

叩
月
却
日
(
月
)

叩
月
初
日
(
火
)

叩
月
別
日
(
水
)

宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

-
H
月
1
日
(
木
)

日
月
2
日
(
金
)

鶴
田
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
受
付
8
時
叩
分
S
9時

午
後
受
付
ロ
時
叩
分
4
3
日
時

-
相
談
会
場

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

・
申
込
期
日

叩
月
口
日
(
水
)
ま
で

・
申
込
先

本
庁
町
民
課
町
民
係

宮
(
日

)
1
1
1
1

(
内
線
2
1
2
5
)

川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
移

動
年
金
相
談
の
ほ
か
、
川
内
年

金
事
務
所
で
の
予
約
制
に
よ
る

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

…

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
相
談
希
望
日
、
相
談
者
氏

名
(
旧
姓
)
・
配
偶
者
氏
名

(
旧
姓
)
・
基
礎
年
金
番
号
・

相
談
内
容
等
を
川
内
年
金
事
務

所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

…

ま
た
、
毎
月
第
2
土
曜
日
は

週
末
相
談
日
と
な
っ
て
お
り
、

午
前
9
時
叩
分
か
ら
午
後
4
時

ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す。

…

・
お
問
い
合
わ
せ
先

川
内
年
金
事
務
所

宮
(
幻

)
5
2
7
6

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で

同 薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16rv) 

診療 科月 火 水 木 金 土

嗣 内科 神野 神 野 神野 神野

神経内科 花田 花田 花田

救急科 益崎 益 崎 益崎 益崎
交代制

循環器内科 福岡 {堀第之内 早川E・41

消化器内科 倉元 倉元 倉元

外 科 緒 方 緒方 緒方 緒方 大学

整形外科 海江田 海江田 海江田 j毎j工田 吉松 吉松
(原則第2・41

放射線科 林 田 林田 林田 平木

*町民で50歳以上の方は、僅線量CT肺がん検診を外13J0H 0円で受診できます。(要受診券)
担当. 内 (TEL0996-53-0326) 

-
風
の
吹
く
ま
ま
里
山
コ
l
ス

叩
月
H
日
(
日
)
午
前
7
時

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
出
発

-
稲
穂
黄
金
の
里
コ
l
ス

m月
幻
日
(
土
)
午
前
7
時

平
川
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
出
発

1
・
E
ミ
ナ
l

・
期
日
・
場
所
等

・
日
月
6
日
(
火
)

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

・
日
月
7
日
(
水
)

ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

午
前
9
時
叩
分
i
午
後
3
時

ど
ち
ら
か
の
病
院
で
受
講

託
児
環
境
整
備

(
1
歳
以
上
)

・
内
容

講
義
・
演
習
等

2
・
病
院
体
験
研
修

・
期
日

日
月
中
旬
1
U
月
下
旬

・
参
加
病
院

・
薩
摩
郡
医
師
会
病
院

.
ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院

・
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

.
済
生
会
川
内
病
院

・
研
修
費

無
料

・
内
容

看
護
技
術
及
び
医
療
機
器
の

取
り
扱
い
等

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

…

場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
万
一
の
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

(
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前

納
)
も
あ
り
ま
す
。

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

干

8
9
5
1
1
8
1
3

さ
つ
ま
町
轟
町
5
1
0

薩
摩
郡
医
師
会
病
院
内

担

当

者

深

川

俊

子

宮
(
日

)
0
3
2
6

【

E
I
m
a
-
-】

s
a
t
u
-
-
h
p
@
g
r
a
c
e
 

o
c
n
n
e
-
-
P
 

福
祉
課
福
祉
障
害
係

内
線
2
1
3
5

-
毎
週
木
曜
日

午
前
日
時
8
正
午

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

宮
(
臼

)
1
1
2
3

こ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
組
織
を
広
く
町
民
に

周
知
し
、
そ
の
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
た
も

の
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
さ
つ
ま
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
頃
の
利
用
に
対
し
感
謝
の
意

味
を
込
め
て
、
地
域
毎
に
公
共

施
設
の
草
刈
や
清
掃
等
を
行
う

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座

振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
(
金
融
機
関
の
届

出
印
)
し
て
金
融
機
関
窓
口
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
川
内

年
金
事
務
所
に
提
出
(
郵
送

可
)
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
第
1
係

内
線
2
1
1
3

町
県
民
税
第
3
期

国
民
健
康
保
険
税
第
4
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
4
期

介
護
保
険
料
第
4
期

【
納
期
限
叩
月
別
日
】

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
元
気
に
活
動
で
き
る

印
歳
以
上
の
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
仲
間
と
共
に
楽
し

く
活
動
し
、
生
き
が
い
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

さ
つ
ま
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

宮
(
臼

)
3
3
6
3

広報さつまD
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介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

内
線
2
1
7
3

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
内
容

①
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・

ポ
イ
ン
ト
事
業
や
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
等
。

②
介
護
予
防
に
つ
い
て

S
運

動
・
栄
養
・
口
腔
の
お
話
S

-
対
象
者

・
白
歳
以
上
の
元
気
な
方

・
臼
歳
以
上
の
高
齢
者
が
参
加

す
る
活
動
団
体
の
代
表
者
等

-
日
時

叩
月
四
日
(
土
)
午
後
2
時
よ
り

・
場
所

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
い
き
い

き
学
習
室

-
申
込
期
限

叩
月
刊
日
(
水
)
午
後
5
時
ま
で

・
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

宮
(
臼

)
1
1
1
1

(
内
線
2
1
7
3
)
又
は

宮
(
臼

)
4
6
9
0
(直
通
)

.出動件数

運んだ人

.内訳

語、病 46件 41人

交通事故 11件 12人

その他 32件 30人

1件

.r官己

| EM山~附おlP
ホームページm.mFkimm..i:tJmitliirn1:t!1節目Illl

.翠広報さつま

オープンスクール
10月27日(土)9:0 0--12: 30 モ

さつま町(宮之城ヨより
無料送迎(要予約)いたします

苅象:小学5・6年、中学3年の女子および保護者

内容:I受業体験、侵業見学〈個別相談コーナーも設置します)

スクールパスさつま線(宮之城発着〉運行中

※特別教室棟および寮(マダレナ棟〉新築落成。見学もできます。

力トリッタ女子校

大口明光学園中学校・高等学校

広告を掲載しませんか?広告主大募集!
・詳じくは町ホームページをご覧ください。

http://www.satsuma-net.jp/ 
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参加者募集裁がまちがん断固玉虫週シリーズ⑩

ふ
awさ
と
再
発
見

、初

ふ

る

た

ず

「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
こ
れ
は
、
孔
子

の
「
論
語
』
か
ら
で
き
た
故
事
成
語
の
読
み
で
す
。

町
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
強
み
と
し
て
、

食
・
温
泉
・
自
然
・
歴
史
な
ど
様
々
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
は
か
え
っ
て
見
落
と
し
が

ち
に
な
リ
ま
す
。
さ
つ
ま
町
を
よ
り
愛
レ
て
も
ら
う

た
め
、
町
民
の
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
と
し
て
の
故

き
ふ
否
さ
と
を
温
ね
て
、
町
の
魅
力
を
新
た
に
知
っ

て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー
を
開
催
レ
ま
す
。

温
故
知
新

よ
か
と
こ
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ツ
ア
l
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

地域の歴史・文化に触
れる良い機会です。

文化財ボランテイアに
よる説明もあります。

企
画
課
企
画
係

下

麦

大

志

ま
ち

ψ

つ
く
り
に
関
す
る
計
画

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

60歳

さつま町湯田

菊昭さん
ま
間野

〈コース紹介〉

①よくばリコース(見て・食べて・買って・学ぶ)

女性いきいき推進会議おススメ1

※主な会議及び行事を抜粋
(各課・局との内部会議は省略)(平成24年8月)町長の動静聞長実際費執行状況

(8月分) 只
U

同
月

1
E
固い
H

さつま聞を再発見す否ためのスタンタードなコース

包喧里型塑理里竺型竺---I
圃 紫尾神社・温泉(※) I 
圃-吾古から匡一一一一一一一一寸|

o二望事極言王空望通至極ヨ|
圃-堅塑竺竺丘一一一一-

理1 些 堕 堅旦一一一一|・伝統工芸センター I 

E 政問 問館日推蹴 祖 国司|

永野金山が発見されたルーツがここにあった!?

2 
日

3 
日

4 
日

5 
日

6 
日

7 
日

9 
日

10 
日

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 17 16 12 
日日日日日日日日日日日日日日日日

. 8月1日 5.033円
川|内川|河川改修要望時

・8月4日 10.000円
5市 1町首長行政課題意見

交換会等時

. 8月5日 9.915円
立地企業役員との設備拡張
懇話会時

• 8月6日 30.850円
中種子町との災害時相E
応援協定締結時

. 8月10日 3.396円
鶴宮三区役員等交流会時

. 8月17日 12.000円
西郷隆文氏(さつま観光夢
大使)黄綬褒賞受賞を祝う会

・8月21日 14.400円
来客用地元産品 CPR用) ' ー 肝】三.ーニr_fr1W' 三 日‘去二. ーニモ :)"二-.'

. 8月22日 2.450円
さつま町人権啓発フェス
ティパル講演時

※学芸員や文化財ボランティアの説明付

-a曾
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

【
開
催
日
時
】

日
月
4
日
(
日
)

9
時

1
同
時

【
参
加
条
件
】

①
さ
つ
ま
町
民
で
あ
る
こ
と

(
た
だ
し
、
小
学
生
以
上
。
な
お
、
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
)

②
ツ
ア
I
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い
た

だ
け
る
方

【
参
加
料
】

無
料
(
た
だ
し
、
食
事
代
・
体
験
料
等
は
実
費
)

【
移
動
】

町
の
パ
ス
で
移
動
(
途
中
、
徒
歩
移
動
も
有
)

【
募
集
定
員
】

各
コ

I
ス
初
名
程
度

(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
)

【
募
集
期
間
】

叩
月
5
日
(
金

)
s
m月
刊
日
(
金
)

【
申
込
方
法
】

参
加
さ
れ
る
方
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
(
携
帯
可
)
、
参
加
希
望

コl
ス
を
全
戸
配
付
済
の
チ
ラ
シ
の
申
込
欄

に
ご
記
入
の
上
、
持
参
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
(
電
話
申
込
不
可
)

【
申
し
込
み
先
】

役

場

企

画

課

企

画

係

F
A
X
(
臼
)
3
5
1
4

『

I
L」

E
=
-
x

E口
二
一

日

※
当
日
は
、
歩
き
や
す
い
靴
を
履
い
て
き

て
く
だ
さ
い
。

. 8月28日 2.800円
国土交通省現地調査時

. 8月29日 29.155円
報道機関等との意見交換会時

(
水
)
職
員
朝
会
マ
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
・
町
単
独
に
よ
る
九
州
整
備
局
要
望
会
(
福
岡
市
)

(
木
)
台
風
刊
号
接
近
災
害
警
戒
本
部
会
議

(
金
)
県
市
町
村
課
と
の
行
財
政
事
務
意
見
交
換
会
(
鹿
児
島
市
)

(土
)
5
市
1
町
首
長
行
政
課
題
意
見
交
換
会
ほ
か
(
日
置
市
)

(
日
)
さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り

(
月
)
青
少
年
中
種
子
交
流
事
業
入
町
式
・
中
種
子
町
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
式
(
中
種
子
町
)

(
火
)
町
退
職
者
会
総
会
・
年
金
者
連
盟
宮
之
城
分
会
総
会

河
川
改
修
等
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
会

(木
)
3
役
調
整
会
議
マ
県
市
町
村
課
ほ
か
と
の
権
限
移
譲
事
務
協
議

南
日
本
政
経
懇
話
会
(
薩
摩
川
内
市
)

(
金
)
課
長
会

V
か
ご
し
ま
川
西
薩
地
域
振
興
協
議
会
に
よ
る
県
知
事
要
望
(
鹿
児
島
市
)

川
薩
地
区
畜
産
共
進
会
三
者
協
議
会
ほ
か
2
団
体
総
会
マ
鶴
宮
3
区
役
員
等
交
流
会

(
日
)
白
男
川
区
夏
祭
り

(
木
)
西
郷
菊
次
郎
顕
彰
会
と
の
意
見
交
換
マ
県
議
会
同
顕
彰
会
と
の
意
見
交
換

(
金
)
要
望
受
け
(
腎
友
会
)

(
日
)
平
川
区
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

(
月
)
表
敬
訪
問
対
応
(
歌
手
前
田
向
美
氏
)

(
火
)
庁
舎
解
体
作
業
現
地
調
査

(
水
)
議
会
全
員
協
議
会
マ
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
マ
町
内
機
関
団
体
長
と
の
意
見
交
換
会

(
木
)
和
牛
全
国
共
進
会
県
予
選
巡
回
激
励
マ
北
さ
つ
ま
農
協
笥
生
産
振
興
会
総
会

(
金
)
課
長
会

V
入
札
会
マ
町
水
道
運
営
委
員
会
マ
町
女
性
団
体
と
語
る
会

(
土
)
演
芸
鑑
賞
会
(
薩
摩
川
内
市
)

(
日
)
水
辺
の
楽
校
さ
つ
ま
龍
舟
祭

(
月
)
県
造
林
協
会
総
会
・
県
林
業
普
及
協
会
総
会
(
鹿
児
島
市
)
マ
観
光
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
空
港
口
ビ
l
)

(
火
)
町
都
市
計
画
審
議
会
マ
国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
改
修
現
地
調
査
対
応

(
水
)
報
道
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会

(
木
)
県
消
防
協
会
消
防
操
法
大
会
(
日
置
市
)

V
操
法
大
会
慰
労
会

(
金
)
行
革
本
部
会
議

i
庁
議

1
課
長
会
マ
県
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
(
鹿
児
島
市
)

電
子
入
札

日
高
政
勝

長
寿
祉
魯

今
年
も
各
地
区
や
施
設
で
の
敬

老
会
に
参
加
し
、
高
齢
者
の
皆
様

の
穏
や
か
で
、
健
や
か
な
お
顔
に

接
し
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た。
回
全
体
で
は
、
白
歳
以
上
の
人

口
は
、
今
年
か
ら
団
塊
の
世
代
の

先
頭
グ
ル
ー
プ
が
仲
間
入
り
を
し

た
と
と
に
よ
っ
て
3
，
0
7
4
万
人
、

総
人
口
比
M
.
1
%
と
過
去
最
高

を
更
新
。

1
0
0
歳
以
上
も
過
去

最
多
の
5
1
，
3
7
6
人
、
最
高
年

齢
者
1
1
5
歳
(
世
界
1
位
)
、
平

均
寿
命
は
女
性
お
.
卯
歳
(
世
界
2

位
)
、
男
性
乃
.
日
明
歳
(
世
界
8
位
)

と
い
う
す
ば
ら
し
い
長
寿
社
会
。

「
健
康
」
意
識
の
高
ま
り
と
実
践

活
動
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
過
ご
す
と
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
と
と
も
に
、
「
高
齢
社
会
白

書
」
が
示
す
「
人
生
日
年
時
代
が
前

提
の
仕
組
み
が
限
界
」
、
シ
ニ
ア
の

力
を
も
っ
と
生
か
す
仕
組
み
を
作

ら
な
け
れ
ば
、
超
高
齢
化
社
会
は

乗
り
切
る
と
と
は
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
も
真
剣
に
考
え
る
時
を
迎

え
て
い
ま
す
。
社
会
を
支
え
る
側
に

な
る
意
識
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
よ
う
で
す
。

広報さつまID.翠広報さつま



札
に
肱
じ
ま
り
札
で
終
わ
aw

平
川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

設
立
さ
れ
て
お
年
目
を
迎
え
、
現
在
3
年
生

2
人、

4
年
生
3
人、

5
年
生
5
人、

6
年

生
3
人
の
計
同
人
と
指
導
者
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
指
導
者
の
酒
匂
か
お
り
さ
ん
は
、

あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
よ
う
に

留
意
し
な
が
ら
、
「
礼
に
は
じ
ま
り
礼
で
終

わ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
子
ど
も
た
ち
を
指
導

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
鞍
え
た
い

酒
匂
さ
ん
は
、
教
え
た
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
た

と
き
や
、

O
B
が
一
緒
に
小
学
校
の
練
習
に

あ
か
ち
ゃ
ん

性
別
保
護
者

公
民
会

上士大干永;t }I[~松ま下し
屋二久? ; E つ も

敷主保え福く畑た尾ぉ固た

い健吋紗さ篤ぁ濠ロ陽は
楓ぷん つんる

き太た愛な志し花か期ι

男女男女男

浩

樹

愛

宕

弓ι
人

海

老

川

晃

治

上
向
中

企ミ

荒
瀬

聡

柊
野
中
間
下

彰

大
願
寺

外;井;松ま松車田;

固:上;山;尾ぉ上;

和 b 由ゅ彪ひ直な蒼そ
夏か梨り f お う

那な奈な我占輝き真ま

女女男男男男

裕

幸

町

頭

満

彦

下

平

川

裕

尾
原

雄

貴

東

谷

誠

大
願
寺

紫
尾
区
大
衆
浴
場町~

上重叫

之証
慶喜付
吾温JA

夫へ

篤

志

⑮ 

淵室川外井外鍛東大鎌豊米田新木地米上岩鉢小な宮
脇 屋 瀬 園 上 堀治 平田田丸野改下頭丸別元迫辻三誌

員キ 屋 ヱキ ア園府サ竺甲
甚哲佐ク芳盛ミ道幸ミ辰ヌ教照ヤ誠ヒ則ミキ京元金
吉美子エ幸徳カ 男子己子義雄子ーモ利キ子子人見

日

87 79 47 87 63 83 89 83 79 94 80 77 71 84 77 74 89 75 86 81 79喜重
下下愛大紫時船 浅 泊 下 上 大 湯 虎 角 小 大 虎 新 京 五 一 二
中平宕野尾吉木井野京川願田居郷路願居岩塚日当丈
福川 下新西野高塚口寺原町 下寺馬元原町室孟
良 町峰原 手 場 一露

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
入
が

同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
く
な
っ
た
人

安

井

義

秋

馬

場

辰

男

貴

島

園

男

市
野
コ
ト

別

府

志

信

山
口
フ
ニ

木
場
美
代
子

脇
ハ
ツ
子

宮
島
清
子

辻
困
ユ
キ
エ
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労働に関する相談窓口
平川バレーボールスポーツ少年団

再就職に関するご相談

失業保険給付等に関す否相談

ハローワーク宮之城 853-0153

• 4砂

保護者も一緒に子ども疋ちと汗を流します

広報さつまfD

参
加
し
た
り
と
、
成
長
し
た
姿
を
見
た
と
き

に
少
年
団
指
導
の
魅
力
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
「
小
規
模
校
で
部
員
数
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
傾
向
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

バ
レ

l
部
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
バ
レ

ー
の
楽
し
さ
な
ど
を
教
え
て
い
け
れ
ば
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
会
優
勝
を
ぬ
さ
し
て

平
川
小
学
校
6
年
生
で
平
川
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
日
高
芽
衣
子
さ
ん
は
、

3
年
生
の
夏
休
み
に
入
団
し
ま
し
た
。

芽
衣
子
さ
ん
は
、
「
あ
ん
ま
り
思
う
よ
う

に
い
か
な
く
て
、
指
導
者
の
方
に
注
意
さ
れ

る
こ
と
が
つ
ら
い
け
れ
ど
も
、
練
習
を
頑
張

っ
て
試
合
で
い
い
プ
レ
ー
が
で
き
た
と
き
や

ラ
リ
ー
が
続
い
た
と
き
は
楽
し
い
」
と
少
年

団
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
「
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(平日の8時30分"-"1 7時15分)

役場で必要な離職後の手続き等に関す否相談

役場企業誘致対策室(本庁書内〉又は闇工観光課(屋地楽習館内)
853-1111 (平日の8時30分"-"1 7時15分)

4砂

- 雇用や賃金など労働条件に関す否相談・情報提供
. 雇用保険、社会保険制度に関す否相談・情報提供など

(社会保険労務士が対応)

県庁雇用労政課程099-286-3188
(平日の9時"-"1 2時、 13時"-"1 7時)

OI広報さつま



休日在宅医 休日薬局 わ定し定ち(;)町

7日益寄医院 B57-0010 7日ぎんさ薬局求名庖 B31-6500
推計人口による

8日稲津病院 B52-3355 8日ゃまだ薬局 B52-4585 人口 23，448人(-36人)

14日薩摩郡医師会病院宮53-0326 14日青空薬局 B52-0101 男 10，845人(-26人)

21日さつまクリ二ック宮57-0020 21日いむた薬局 宮31-8228 女 12，603人(-10人)

28日てらだ内科クリニック宮21-3232 28日さし薬局 宮21-3610 世帯数 9，950世帯

転入 49人転出 55人

3日林田内科 宮53-1177 3日ウチ薬局 B53-0063 
出生 15人死亡 45人

4日溝口整形外科 B52-4668 4日ヘルシ一薬局 B21-3739 
(平成24年9月1日現在)

11日薩摩郡医師会病院宮53-0326 11日青空薬局 B52-0101 
( )は前月対比

ぇ重み三 悠展さん
宮之城中学校3年

官之唱且守

納得のいく走りのために
僕の夢は納得のいく走りのために速く、強くなることです。夢

というよりも目標です。

僕は宮之城中学校陸上部の長距離選手とレて活動レています。

今年の夏には全国大会、九州大会に出場す否ことが出来まじた。

自己ベス卜を出すのは簡単ではありません。ですが、中学校生活

最後の 1年なので納得のいく走りのために頑張って、やり抜きた

いと思います。そレてこれからも陸上競技を続けていきたいと思

います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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